
１.アイソトープ総合部門 

 

【放射性同位元素教育研究部】 

生命科学や物質科学の研究分野において放射性同位元素および放射線を用いた基礎・応用

研究を推進するための支援を担当している。このために必要となる，法令に基づいた放射線の安

全取扱いについての教育を定期的に行うとともに，学内の放射線施設である放射光科学研究セ

ンターや，全国共同利用施設である SPring-8 などの利用者のための放射線業務従事者登録を

行っている。支援分野は生物，化学，地学，物理分野にわたり，ゲノム解析，生体機能解析，標

識化合物の利用，環境関連研究，メスバウアー分光，放射線の物理的，工学的応用などの研究

支援のために最新機器を備えている。また環境放射能やＲＩ排水管理における生物学的解析を

行っている。 

支援業務として，放射線・放射性同位元素を利用した先端的研究分野の紹介として「ＲＩセミナ

ー」を開催している。平成１８年度はＲＩセミナーを２度開催した。 

 M1 2 3 4
 

Lane 1 : 下水道（1 月採水） 

Lane 2 : 下水道（2 月採水） 

Lane 3 : 角脇調節池（1 月採水） 

Lane 4 : 角脇調節池（2 月採水） 

Ｍ ：DGGE Marker II 

（１６Ｓ ｒＤＮＡ Ｖ３－Ｖ５領域を増幅） 

 

 

 

 

 

 

 

 
環境水中の微生物のＤＧＧＥ解析 ＲＩ実習 

 

【放射性同位元素管理部】 

学内や周辺地域の環境保全を達成するために，学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理，

ＲＩ有機廃液の焼却，環境放射能動向調査などの実務を担当している。当施設から出るＲＩ排水だ

けでなく，東広島キャンパス内のＲＩ施設である工学研究科，生物圏科学研究科，総合科学研究

科の放射線施設から出るＲＩ排水を受け入れ，排水処理ののち放流を行っている。これは東広島

市との協定に基づくものであり，地域社会の環境保全を図る上で，重要な業務となっている。放射

性排水の排水処理，微量放射線測定のための機器を備えており，微量放射能の測定に関する

技術開発も進めている。これらの基礎技術を応用して東広島キャンパスの排水，土壌に含まれる

環境放射能動向調査を継続して行っている。さらに現在では，応用として大気中の放射性物質

の季節変動についても継続測定を行っている。（下図） 
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【アイソトープ総合部門での研究紹介】 
広島大学東広島キャンパスの環境放射能 － 公共下水道における環境放射能と残渣量変化 

松嶋 亮人 

＜序論＞ 

アイソトープ総合部門では，学内における放射線を利用した実験の支援をおこなっており，特

に非密封ＲＩを用いた実験の場を提供している。実験によって出るＲＩ排水は，浄化の後，公共下

水道へ放流しており，流したＲＩ排水は流域２５ km の東広島市を流れる黒瀬川を通り，呉市の広
湾へ流れ込む。黒瀬川の水は農業用水としても利用されているため，環境への配慮として，３ヶ

月に一度，東広島キャンパス下流の公共下水道および角脇調節池から採水し，放射能の継続測

定をおこなっている。環境放射能調査は気象モデル提唱に有用であり，世界中で多くの研究例

が報告されているが，公共下水道における詳細なデータは報告例がない。そこで我々は環境保

全の一環として，公共下水道中の天然放射性核種の季節変動について，詳細に調べることにし

た。 

＜方法＞ 
試料水 1L をバットに張ったテフロンシートに移し，1

M CsCl 水溶液および 0.1 M NaI 水溶液をそれぞ

ml ずつ加え，飛散防止のために洗濯のりを少量加え，

ホットプレート上で加熱し蒸発乾固させた。乾固させ

サンプルをテフロンシートごと集め，シャーレに封入

半導体検出器を用いて測定を開始した。測定時間

80,000 秒とした。 
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図1 公共下水中の212Pbの変動

0

50

100

150

200

250

300

350

400

20
02
年
8 月

20
03
年
2 月

20
03
年
8 月

20
04
年
2 月

20
04
年
8 月

20
05
年
2 月

20
05
年
8 月

20
06
年
2 月

20
06
年
8 月

サンプリング月

降
水
量
 (
m
m
/
m
o
n
th
)

0

100

200

300

400

500

600

2
1
2
P
b
 (
m
B
q
/
L
)

降水量 (mm/month)

Pb-212 in 下水 (mBq/L)

図2 公共下水中の214Pbの変動
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図3 下水における全β，40K，212Pb，214Pb放射能と残渣重量
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＜結果と考察＞ 

核種別に得られた測定データを解析したところトリウ

ム系列とウラン系列で相違があることが確認された。

ウム系列およびウラン系列で検出される天然放射性

種は，それぞれ212Pb，208Tl，212Biおよび214Pb，214Bi

るが，系列内でほぼ同様の傾向が見られたので，そ

ぞれ代表核種として212Pbと214Pbについて考察した。 
図１には下水 1L中

た。212Pb濃度は降水量と比較的良い相関を示し，降

水量の多い月に212Pb濃度が大きくなる傾向が見られ

図２には下水 1L中の214Pb濃度と降水量の関係を示し

た。214Pbの場合212Pbと比較すると変動の幅が小さく，

水量との相関は見られなかった。この現象は，220Rnと
222Rnの半減期の違いおよび，それぞれの発生様式

違い（地中からの発生，大気中の天然放射性物質の

Wash-out等）に起因していると考えられるが，現在の

ころ詳細は解っていない。図３には残渣量に対する，

全β, 40K，212Pbおよび214Pbの放射能をプロットした

β放射線には季節変動があることが分かっており，

の要因は残渣重量の季節変動に起因していることが
られている。図３より，残渣量の増加とともに40Kは増

し，40Kの濃度と全β放射能との高い相関が確認できる

が，212Pbおよび214Pbでは確認できなかった。したが

全β放射線の季節変動の要因となっている放射性

種は40Kであることが分かった。 

＜学会発表＞ 

第６回 日本放射線安全管理学会（
第８回 「環境放射



【施設利用者の研究紹介】 

脳内で発現変動する因子の探索 

－食餌性脂肪の摂取と脳疾患の発症との関連性について－ 

生物圏科学研究科 分子栄養学   矢中 規之  

                              

＜研究背景・目的＞ 

 急速な高齢化社会への移行に伴い，アルツハイマー病や脳卒中をはじめとする中枢性疾患の

予防法，または治療法の確立は，社会的な重要課題であると考えられているが，近年，いじめ，

ひきこもり，キレやすい子供や残虐性のある少年犯罪，それらに基づく情動障害や行動障害など，

「自我」の喪失に関連した精神疾患が社会問題化している。さらに，遺伝的素因や周囲環境など

の相互作用によって，統合失調症やうつ病，ストレス性神経症が増加についても深く関連してい

る。先進諸国では，社会の高齢化と相まってこれら精神障害が全疾病の 40%を占めるようになっ

てきており，技術革新の変遷が著しい現代社会では，今後さらなる生活様式の急速な変化やそ

れに伴う環境変化が予想され，精神障害の予防，および治療法の確立が急がれている。最近で

は，食餌栄養，運動などの生活習慣，および生活のストレスがこれら精神疾患や先の脳疾患の発

症に関連していることを示す知見が増加しつつあるが，特に影響力の大きい食環境においては，

魚油摂取が学習能力などの脳機能を上昇させるだけでなく，精神障害の改善効果をもつことが

報告されているが，作用機序については未だ不明な点が多いのが現状である。そこで本研究で

は，精神疾患など高齢化を始めとする現代社会の変遷に伴う様々な障害の予防・治療法開発の

突破口を開くことを目標とし，魚油摂取によって発現変動する脳内因子の網羅的探索を行った。 

 

＜研究方法，および研究結果＞ 

 20%魚油食，20%コーン油食，または 5%コーン油食を 1 ヶ月間摂取させたラットの大脳皮質，お

よび海馬由来の mRNA の発現を DyeSwap 法を利用した DNA microarray 法（Agilent 社）によっ

て解析し，発現変動する因子の網羅的な探索を行った。その結果，魚油摂取によって大脳皮質

と海馬のどちらにおいても発現が減少する新規遺伝子 Putative protein C21orf45 homolog

（orf45）を，また大脳皮質において魚油摂取によって発現が上昇する因子として pro-melanin-

concentrating hormone を見出し，RT-PCR 法によって発現変動を確認した。この orf45 遺伝子は

mouse homolog と 75%の相同性を示し，推定されるタンパク質は約 27kDa の可溶性タンパクであ

るが，未だ生理機能は不明である。この orf45 mRNA の各組織における発現様式を RT-PCR 法

によって解析した後，脳，および末梢組織において幅広く発現していることが明らかになり，マウス

胎児大脳皮質より調製した初代細胞においてはグリア細胞特異的な mRNA の発現が認められた。

さらに，動物細胞に形質導入したところ，orf45 の核における局在が観察された。 

 

＜展望＞ 

 魚油食摂取によって大脳皮質，および海馬における orf45 mRNA 発現量の減少が認められた

が，コーン油摂取群では発現変動しなかったことより，脳における orf45 の遺伝子発現は，魚油由

来の脂肪酸の摂取により制御を受けることが示唆された。また，グリア特異的に発現が認められた

ことから，現在 DHA がニューロンのシナプス機能などの役割が示されつつある中，魚油がグリア

の遺伝子発現制御を介して生理作用を担っていることが考えられ，極めて興味深いと思われる。 

 

 

脂肪摂取によって



２．施設の利用状況 
 

【ＲＩ施設の利用状況】 

放射線を利用するにはいずれかの放射線施設で放射線業務従事者として登録し，法律に基づい

て管理された施設（管理区域）で使用することが義務づけられている。アイソトープ総合部門では全

学の希望者に対し放射性同位元素を使用するための実験スペースを提供し，希望者には放射線測

定器を貸し出すなどのＲＩ研究の支援を行っている。この他にＲＩ利用に関する問い合わせには職員

が対応している。 

平成１８年度の登録・施設利用状況及びこれまでの登録者数の推移は以下のとおりである。 

 

 

 

 

部局別から見た登録者数の割合および登録者数の推移 

部局別割合 人数 

理・附属施設 298 

工・総科・生生 33 

文・教育 3 

先端研 71 

ｾﾝﾀｰ等 30 

計 435 

 
平成 18 年度 部局別登録者の割合 

文･教育
１% 

工･総科･生生
８% 

理･附属施設
６８% 

先端研
16%

ｾﾝﾀｰ等
7% 
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【利用申請者と研究テーマ】 

当部門施設利用者 

利用申請者 研究テーマ 利用者数 

理学研究科   

 平賀 良和 天然物有機化学の構造と活性相関 1 

 吉里 勝利 化学的・物理的刺激に対する生物の代謝機能調節の解明 8 

 細谷 浩史 細胞分裂メカニズム解明に関する研究 11 

 
植木 龍也 スジキレボヤ硫酸イオン輸送体の組み換え体酵母細胞による硫

酸イオンの取り込み実験 
2 

 
高橋 陽介 植物伸長生長制御機構/光合成細菌の嫌気呼吸系の転写制御

機構 
9 

 鈴木 克周 超生物界間DNA輸送系の研究 13 

 出口 博則 隠花植物の分類系統 1 

 高橋 嘉夫 微量元素の花崗岩間隙水中での拡散 3 

 平田 敏文 植物細胞の化学ストレス応答反応の解析 3 

 山本 卓 ウニ初期胚における遺伝子発現調節機構の研究 8 

 森川 弘道 形質転換植物の分子形質発現解析 2 

 井出 博 DNA 損傷に対する修復機構の分子生物学的研究 15 

 楯 真一 蛋白質・核酸のＸ線結晶構造解析 8 

理学研究科附属両生類
研究施設 

  

 矢尾板 芳郎 両生類の変態の分子機構 2 

 鈴木 厚 形態形成の分子機構 4 

 古野 伸明 卵成熟の分子機構解析，卵形成 1 

 三浦 郁夫 両生類の性決定と色彩発現 1 

 高瀬 稔 両生類ホルモン作用機構の解明 1 

 
倉林 敦 mtDNA の構造に基づく無尾両生類の種分化ならびに高次分類

群の系統解析 
2 

文学研究科   

 奥村 晃史 放射性炭素同位体年代測定 1 

先端物質科学研究科   

 山田 隆 植物細胞の分子生物学的研究 5 

 
木梨 陽康 放線菌線状プラスミド pSLA2-L にコードされた抗生物質生合成

遺伝子群の機能解析 
8 

 上野 勝 ヒト培養細胞の寿命に関する研究 5 

工学研究科   

 静間 清 環境中のラドンおよび娘核種の測定  2 

 金田一 智規 MAR-FISH 法を用いた環境微生物の機能解析 4 

 硲 隆太 環境放射線計測 1 



 

 

他施設利用者 

生物圏科学研究科   

 矢中 規之 ビタミンＢ６による遺伝子発現調節 12 

 永松 康徳 細胞障害性蛋白質の研究 1 

 正岡 淑邦 金属結合たんぱく質の解析 1 

 藤田 耕之輔 植物の物質転流に関する研究 6 

総合科学研究科   

 筒井 和義 ニューロペプチドの作用機構に関する研究 5 

 斎藤 祐見子 脳内摂食受容体分子MCH1R の活性制御機構 1 

自然科学研究支援開発
センター 

  

 山下 一郎 遺伝子発現の調節研究 2 

 中島 覚 金属錯体の構造と電子状態の研究 2 

 稲田 晋宣 放線菌の転写因子についての研究 1 

 
松嶋 亮人 植物培養細胞を用いた不斉合成－植物由来の酵素を用いたエ

ノン類の不斉還元反応の解明 
1 

理学部学生実習   

 寺東 宏明 ラジオアイソトープ取扱の講習と基本操作の実習 38 

 寺東 宏明 学生実習 TA 2 

利用申請者 研究テーマ 利用者数 

理学研究科   

 杉立 徹 高エネルギー原子核衝突実験 20 

 大杉 節 高エネルギー宇宙・素粒子実験 24 

 黒岩 芳弘 放射光回折による構造物性 9 

 田中 健一郎 内殻励起化学反応 16 

 谷口 雅樹 放射光を用いた強相関物質の光電子分光 22 

 平谷 篤也 シンクロトロン放射光を用いた光化学反応の研究 12 

 圓山 裕 放射光を用いた電子物性研究 15 

 井上 克也 キラルな分子磁性体の合成と磁気構造の解明 10 

 山崎 勝義 放射光を利用した光誘起化学反応の機構と反応動力学 6 

 大野 啓一 放射光を用いた内殻励起気体分子の光化学反応の研究 4 

 石橋 孝章 振動分光法による表面界面の研究 3 

 安東 淳一 高圧力下での鉱物物性 1 

 北川 隆司 X 線回折実験 2 

 高橋 嘉夫 環境中での微量元素の存在状態に関する研究 16（3） 

 井出 博 DNA 損傷に対する修復機構の分子生物学的研究 2（2） 



 楯 真一 蛋白質の X線構造解析，VUVCD開発 10（7） 

理学研究科附属植物
遺伝子保管実験施設 

  

 谷口 研至 キク科植物のゲノム分化の解明 2 

教育学研究科   

 蔦岡 孝則 希土類金属間化合物の中性子回折 2 

先端物質科学研究科   

 高畠 敏郎 遷移金属酸化物及び希土類化合物 5 

 高橋 徹 加速器を用いた素粒子実験 12 

 岡本 宏己 ビーム物理の研究 2 

 高萩 隆行 金属・半導体材料の構造解析と精密制御に関する研究 4 

 鈴木 孝至 メスバウアー分光を用いた固体物理の研究 7 

 宮崎 誠一 高誘電率ゲート絶縁膜の構造評価 7 

 下飯 仁 酒造微生物の遺伝子の解析 2 

 黒田 章夫 細菌のポリリン酸代謝制御機構の解明 5 

 宮川 都吉 酵母を用いた細胞生物学的研究 3 

 土屋 英子 酵母を用いた細胞生物学的研究 3 

 平田 大 細胞形態形成に関する研究 3 

 上野 勝 テロメアの機能解析 3(3) 

放射光科学研究センタ
ー 

  

 生天目 博文 高電子分光による物性研究 4 

 堀 利匡 放射光源の高度化に関する研究 6 

自然科学研究支援開
発センター 

  

 梅尾 和則 低温・高圧力下における希土類化合物の磁性 1 

産学連携センター   

 高萩 隆行 高分子結晶化観察 他  2 

先進機能物質研究セ
ンター 

  

 藤井 博信 水素貯蔵材料の高機能化に関する実験的研究 8 

その他   

     東北大学主催の｢夏の学校｣に参加 1 

（ ）内は，当部門施設利用者数（内数） 

 

 



【当部門の主な設置機器】 

 

◆ 放射線測定・防護機器 

ｹ゙ﾙﾏﾆｳﾑ半導体検出器 １台 

2πｶ゙ｽﾌﾛー ｶｳﾝﾀ １台 

低ﾊｯ゙ｸ液体ｼﾝﾁﾚー ｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

液体ｼﾝﾁﾚー ｼｮﾝｶｳﾝﾀ ３台 

ﾌ゚ﾚー ﾄ用液体ｼﾝﾁﾚー ｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

ｵー ﾄｳｪﾙｶ゙ﾝﾏｶｳﾝﾀ ２台 

ｼﾘｺﾝ･ﾘﾁｳﾑ検出器 １台 

ﾗﾋ゚ｯﾄ゙ｶｳﾝﾀ ７台 

GM ｻー ﾍｲ゙ﾒー ﾀ（β線） ２６台 

GM ｻー ﾍｲ゙ﾒー ﾀ（β/γ線） ６台 

ｼﾝﾁﾚー ｼｮﾝｻー ﾍｲ゙ﾒー ﾀ ６台 

電離箱式ｻー ﾍｲ゙ﾒー ﾀ ３台 
3H/14Cｻー ﾍｲ゙ﾒー ﾀ １台 
125I測定用ｼﾝﾁﾚー ｼｮﾝｻー ﾍｲ゙ﾒー ﾀ １台 

可搬型ﾃ゙ｼ゙ﾀﾙｽﾍｸ゚ﾄﾛｻー ﾍｲ゙ﾒー ﾀ １台 

ｺﾝﾀﾐﾈー ｼｮﾝﾓﾆﾀ １台 

ﾊﾝﾄ゙ﾌｯﾄｸﾛｽﾓﾆﾀ ２台 

ﾄ゙ﾗﾌﾄ １８台 

安全ｷｬﾋ゙ﾈｯﾄ １台 

ｸ゙ﾛー ﾌ゙ﾎ゙ｯｸｽ １台 

ﾄﾘﾁｳﾑｶ゙ｽ動物実験ﾌー ﾄ゙ １台 

ﾀ゙ｽﾄｻﾝﾌ゚ﾗ ３台 
3H/14C捕集装置 ２台 

 

 

 

 

◆ 放射線分析・解析機器 

ﾗｼ゙ｵｸﾛﾏﾅｲｻ゙(TLC ｱﾅﾗｲｻ゙) １台 

ｲﾒー ｼ゙ｱﾅﾗｲｻ゙（BAS2000） １台 

ｲﾒー ｼ゙ｱﾅﾗｲｻ゙（BAS1800） １台 

ﾏﾙﾁｲﾒー ｼ゙ｱﾅﾗｲｻ゙(STORM) １台 

ﾒｽﾊｳ゙ｱー 分光分析装置 １式 

 

◆ 汎用研究機器 

分光光度計 ２台 

蛍光分光光度計 １台 

蒸留水製造装置 １台 

超純水製造装置 １台 

製氷機 １台 

ｵー ﾄｸﾚー ﾌ゙ １台 

自動現像機 １台 

高速冷却遠心機 １台 

超遠心機 １台 

低速冷却遠心機 １台 

微量高速冷却遠心機 １０台 

ﾋー ﾃｨﾝｸ゙ﾌ゙ﾛｯｸ １１台 

ﾊｲﾌ゙ﾘﾀ゙ｲｾ゙ ｼーｮﾝｲﾝｷｭﾍﾞー ﾀ ３台 

恒温振とう水槽 １１台 

低温恒温槽 １台 

小型恒温水槽 ３台 

ｸ゙ﾗｼ゙ｴﾝﾄｻー ﾏﾙｻｲｸﾗー  １台 

ｹ゙ﾙ乾燥器／水流式ｱｽﾋ゚ﾚー ﾀ ３台 

倒立位相差蛍光顕微鏡 １台 

ｹ゙ﾙ撮影装置 １台 

蛍光・発光画像撮影装置 １台 

凍結乾燥機 １台 

高速液体ｸﾛﾏﾄｸ゙ﾗﾌｨー  ２台 

小型ｱｽﾋ゚ﾚー ﾀ ３台 

水流式ｱｽﾋ゚ﾚー ﾀ ４台 

 

 

◆ 飼育・培養機器 

動物用ﾈｶ゙ﾃｨﾌ゙ﾗｯｸ ２台 

遠赤外線動乾燥装置 １台 

光照射振とう培養機 １台 

ｸﾘー ﾝﾍﾝ゙ﾁ １台 

CO2ｲﾝｷｭﾍﾞー ﾀ １台 

 



３．教育研究活動 
放射線利用は様々な法律により厳しく規制されており，利用者はこれらの法律を遵守して使用しなけ

ればならない。利用には教育訓練の受講や健康診断の受診，厳しく規制された管理区域での使用及び

その施設の維持管理などが法律により定められている。アイソトープ総合部門は放射性同位元素及び放

射線を用いた生命科学や物質科学の基礎・応用研究を推進するための支援，学内や周辺環境の環境保

全を達成するために，当部門の施設管理，学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理，ＲＩ有機廃液の

焼却，環境放射能動向調査など，広島大学の構成員が放射線を安全に利用できるように，法令の遵守，

施設の維持・管理等の総合的な実務を担当している。 
 

【教育訓練】 

放射線を利用する者はいずれかの放射線取扱施設で放射線業務従事者として登録し，健康診断の

受診，教育訓練の受講等が法律で義務づけられている。当部門では学内の放射線業務従事者に対して，

法律で定められた教育訓練及びその支援等を行っている。この他に放射線利用に関する教育の一環と

して理学部生物科学科３年生のＲＩ実習の支援も行っている。 

平成１８年度の当部門の活動状況は以下のとおりである。 

４／３ 第１回教育訓練  （継続登録者対象） ２名 
４／１７ 第２回教育訓練  （新規登録者対象） ３６名 
４／１９ 第３回教育訓練  （新規登録者対象） ２３名 
４／２０ 第４回教育訓練  （新規登録者対象） １６名 
４／２４ 第５回教育訓練  （継続登録者対象） ４１名 
４／２４ 第６回教育訓練  （継続登録者対象） ５８名 
４／２４ 第７回教育訓練  （継続登録者対象） ３９名 
４／２７ 第８回教育訓練  （継続登録者・外国人対象） ２名 
４／２７ 第９回教育訓練  （新規登録者・外国人対象） １名 
４／１７・２８ 第１０回教育訓練 （新規登録者対象） １名 
４／２８ 第１１回教育訓練 （継続登録者対象） １名 
４／１９・５／２２ 第１２回教育訓練 （新規登録者対象） １名 
５／２２ 第１３回教育訓練 （新規登録者対象） ６名 
５／２３ 第１４回教育訓練 （継続登録者対象） ２０名 
６／２０ 第１５回教育訓練 （継続登録者対象） １名 
６／２６ 第１６回教育訓練 （新規登録者対象） ５名 
６／２８ 第１７回教育訓練 （継続登録者対象） １７名 
７／１０ 第１８回教育訓練 （新規登録者対象） １名 
７／１９ 第１９回教育訓練 （継続登録者対象） ８名 
７／３１ 第２０回教育訓練 （継続登録者対象） ３名 
９／１３ 第２１回教育訓練 （新規登録者・外国人対象） ２名 
９／１９ 第２２回教育訓練 （新規登録者対象） １１名 
１０／１６ 第２３回教育訓練 （新規登録者対象） ５名 
１０／２０ 第２４回教育訓練 （新規登録者・外国人対象） ３名 
１１／２０ 第２５回教育訓練 （継続登録者対象） ６名 
１２／１３ 第２６回教育訓練 （新規登録者対象） ３名 
１２／１３・１４ 第２７回教育訓練 学部３年生（学生実習）対象 １９名 
１２／１３・１８ 第２８回教育訓練 （新規登録者対象） １名 
１２／１３・１／１０ 第２９回教育訓練 学部３年生（学生実習）対象 １８名 
１２／１８・１／１０ 第３０回教育訓練 学部３年生（学生実習）対象 １名 
３／１５ 第３１回教育訓練 （新規登録者対象） ８名 

 



【バーチャルリアリティ（RIET）を利用した教育訓練および教育訓練実習】 

放射線業務従事者は，初めて放射線を扱う前に，健康診断と教育訓練を受講しなければならない。教

育訓練受講後は放射線の取扱いが可能となり，教育訓練では放射線を扱う上で基本から実践的な部分

を考慮し，内容に関して様々な創意・工夫を行うことが必要である。 

当部門では，当施設使用者及び広島大学構成員を対象に教育訓練を行っており，この中でバーチャ

ルリアリティを利用した項目を設けている。これは，特に汚染などの危険性の高い非密封線源の利用を

例として，パソコン上で，施設利用から，非密封線源の取扱や測定，緊急時の対応などを行うことで，利

用者に実践的な知識を身につけることを目的として行っている。 

この他に，当施設の新規利用者を対象に，放射線測定など放射線利用における基礎となる部分につ

いて教育訓練実習を行っている。このように当部門では、放射線利用者の安全意識の向上とより実践的

な教育訓練の達成と精度の向上を目指し，教育訓練内容の充実に努めている。 
 

RIET画面 教育訓練実習 RIET実習風景

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育訓練実習受講者 

 ４／２１ 第１回教育訓練実習 ５名 

 ４／２１ 第２回教育訓練実習 ６名 

 ５／２６ 第３回教育訓練実習 １名 

 ６／ １ 第４回教育訓練実習 １名 

 １１／ ８ 第５回教育訓練実習 ３名 
 
【ＲＩ実習】 
１２／１４（平成１８年） ＲＩ実習：学部３年生（理学部生物科学 学生実習） １９名 
 １／１０（平成１９年） ＲＩ実習：学部３年生（理学部生物科学 学生実習） １９名 
 
【ＲＩ教育訓練支援】 
講師派遣（学内） 
４／２９ 生物圏科学研究科ＲＩ実験施設の教育訓練支援 （中島） 
５／１０，５／１５ 医歯薬学総合研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援 （中島・稲田） 
５／１３ 工学研究科放射線総合実験室の教育訓練支援 （中島） 

 
講師派遣（学外） 
５／１２ 放射線業務従事者のための教育訓練講習会（新規教育・再教育） 

 主催：（社）日本アイソトープ協会 放射線取扱主任者部会 中国･四国支部（中島） 
   

【ＲＩセミナー】 

放射線に対する幅広い知識提供と研究・技術の情報交換を行い，有益な放射線利用の啓発を行うこと

で放射線の安全利用を促し，さらに様々な分野の研究における情報提供を行うことで，全学の研究支援

と教育活動を推進することを目的とし，平成１３年度より学内外の先生を講師として招き，全学を対象とし

たＲＩセミナーを開催している。これは学生に対する教育活動も目的としており，四研究科合同セミナーと

している。平成１８年度は以下のとおりに開催した。 



 
第八回 平成１８年１１月２２日 
演題：「MAR-FISH法を用いた環境微生物の機能の推定」 
講師：金田一智規（広島大学大学院工学研究科 社会環境システム専攻） 
座長：鈴木 克周（広島大学大学院理学研究科 生物科学専攻） 

 
第九回 平成１９年 ２月 １日 
テーマ「より良く測定結果を得る為に・・・・・」 
講師：蕪木 宏行（株式会社パーキンエルマージャパン RAD装置担当） 
座長：静間 清（広島大学大学院工学研究科 機械システム工学専攻） 

 

【三次被ばく医療推進事業への協力】 

原子力安全委員会は，平成１１年９月３０日に東海村 JCO ウラン加工施設で発生した臨界事故の教訓

を踏まえ，原子力防災体制における被ばく医療体制の見直しを行った。広島大学は，上記の国の原子力

防災体制見直しの中で，平成１６年３月に，西日本ブロックの「地域の三次被ばく医療機関」に選定され，

緊急被ばく医療推進センターが設置された。なお，東日本ブロックの地域の三次被ばく医療機関は千葉

にある放射線医学総合研究所である。アイソトープ総合部門のメンバーは平成１７年度より広島大学緊急

被ばく医療推進センターの協力者となった。平成１８年度は，９月２０日～２２日に放射線医学総合研究所

で広島大学の主催により開催された第１回緊急被ばく医療セミナーの支援を行った。 
 

【各種研修会への参加】 

放射性同位元素等の使用は法律が密接に関係している。国際免除レベルを取り入れた放射性同位元

素等による放射線障害の防止に関する法律の一部改正が平成１７年６月１日に施行された。アイソトープ

総合部門の教職員は法令改正後の動向を調査するために各種研修会や講習会に出席するとともに，講

師となった。また，学外の放射線施設の教職員と情報交換を行い，得た情報を学内の放射線施設管理者

へ提供し，さらに，教育訓練等に反映することで，広島大学の放射線利用における安全管理の向上に努

めている。 
本年度は，日本アイソトープ協会放射線取扱主任者部会や大学等放射線施設協議会の中国・四国支

部が開催する教育訓練講習会や安全管理研修会に協力し，学外の放射線利用者に対する安全管理・利

用の啓発活動等を行った。さらに，緊急被ばく医療セミナーの支援を行った。 
●全国関連 

◆第３０回国立大学アイソトープ総合センター長会議 
  期日：平成１８年６月８日（木） 
  場所：東京大学 山上会館 
 
◆第３回ＪＲＳＭ６月シンポジウム 
  期日：平成１８年６月２２日（木）～２３日（金） 
  場所：東京工業大学大岡山キャンパス 
 
◆大学等放射線施設協議会「大学等における放射線安全管理研修会」 
  期日：平成１８年８月２９日（火） 
  場所：東京大学 大講堂（安田講堂） 
 
◆平成１８年度放射性同位元素等取扱施設安全管理担当教職員研修 
  期日：平成１８年１１月１日（木）～２日（金） 
  場所：名古屋大学アイソトープ総合センター 
 
 



◆平成１８年度放射線取扱主任者部会年次大会（第４７回放射線管理研修会） 
  期日：平成１８年１１月９日（木）～１０日（金） 
  会場：長崎ブリックホール 
 
◆日本放射線安全管理学会 第五回学術大会 
  期日：平成１８年１１月２９日（水）～１２月１日（金） 
  場所：名古屋大学 野依記念学術交流館 
 
◆第１回緊急被ばく医療セミナー 
  期日：平成１８年９月２０日（水）～２２日（金） 
  場所：放射線医学総合研究所 
 

◆第８回「環境放射能」研究会 
  期日：平成１９年３月２２日（木）～２４日（土） 
  場所：高エネルギー加速器研究機構 
 
●地域関連 

◆放射線業務従事者のための教育訓練講習会（新規教育・再教育） 
  期日：平成１８年５月１２日（金） 
  場所：メルパルク岡山 
 
◆第１３回中国・四国支部主任者研修会 
  期日：平成１８年１０月１３日（金） 
  場所：ピュアリティまきび（岡山市） 
 
◆平成１８年度放射線安全管理講習会 
  期日：平成１８年１２月１２日（火） 
  会場：鯉城会館（広島県民文化センター内） 
 
◆定期講習岡山会場 
  期日：平成１９年１月２６日（金） 
  場所：ピュアリティまきび（岡山市） 
 
 

【排水管理状況】 

◆環境放射能測定 

当部門では広島大学東広島キャンパスから出るＲＩ排水の周辺環境への影響を調べるために，三ヶ月

に一度環境水の測定を行っている。測定目的がキャンパスのＲＩ排水の影響ということから，測定点はぶ

どう池の流れ込む角脇調整池および公共下水道との接続部の二箇所としている。測定はβ線放出核種

およびγ線放出核種について行っていて，核種別（3H，14C，32P）のβ線放出核種の定量には低バックグ

ラウンド液体シンチレーションカウンタを用い，全β線量の測定には２πガスフローカウンタを用い，高エ

ネルギーγ線についてはＧｅ半導体検出器を用い，低エネルギーγ（Ｘ）線の測定にはＳｉ(Ｌｉ)半導体検

出器を用いて測定している。また，検出感度の向上のため，全β線および半導体検出器の測定にはサ

ンプルを蒸発乾固させたものを測定用サンプルとしている。平成１８年の環境水の放射線量の測定は以

下のとおり。 

 通算測定回数 採水年月日 測定完了年月日 測定結果 
 第５２回 Ｈ１８年 ２月２４日 Ｈ１８年 ３月 ４日 異常無し 
 第５３回 Ｈ１８年 ５月２５日 Ｈ１８年 ６月 ２日 異常無し 



 第５４回 Ｈ１８年 ８月１１日 Ｈ１８年 ８月３１日 異常無し 
 第５５回 Ｈ１８年１１月２２日 Ｈ１８年１２月１０日 異常無し 
 
 

◆ＲＩ排水の放流 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水は黒瀬川下流住民への影響が予想されるため，東広島市との

協定により，排水中に含まれるＲＩの濃度と法定基準濃度との比が１０分の１以下の排水についてのみ放

流できることになっている。平成１８年の放流は以下のとおり。 
 処理済槽採水年月日 測定完了年月日 放流年月日 放流水量 
 Ｈ１８年 １月１２日 Ｈ１８年 １月２５日 Ｈ１８年 ３月２４日 ３４．２ m3

 Ｈ１８年 ４月 ３日 Ｈ１８年 ４月１４日 Ｈ１８年 ６月 ９日 ３４．２ m3 

 Ｈ１８年 ８月２８日 Ｈ１８年 ９月 ３日 Ｈ１８年１１月 ８日 ３６．０ m3

 

なお，放流水中に含まれるＲＩ濃度の測定は環境放射能測定と同一の方法で行い，法定基準濃度との比

が１０分の１以下であることが確認された。 
 

◆他部局から出たＲＩ排水の受け入れ 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水中のＲＩ濃度を遵守するため，東広島キャンパスからＲＩ排水を放

流可能な場所は当部門に限定されている。平成１８年のＲＩ排水の受け入れはない。 
 

◆液体シンチレータ廃液の焼却 

 法令でRIを使用した実験で発生する有機廃液のうち，液体シンチレータ廃液に関しては各事業所での

焼却処理が可能であり，当部門においても下記の期間において焼却を行った。 

焼却期間 ： 平成１８年 ４月 ６日～平成１８年 ４月１９日 

  平成１９年 １月 ５日～平成１９年 ３月２３日 

総焼却量 ： ６３６リットル 

なお，焼却する廃液の濃度は法令限度以下であり，１日あたり最大１２リットル焼却を行った。 

 

 

【理学部化学科新入生対象見学会】 

理学部化学科では，新入生のオリエンテーリングの一環として，新入生野外研修・見学会を行っている。

アイソトープ総合部門では，この見学会に協力し，理学部化学科の新入生を対象とした見学会を行って

いる。平成１８年度は４月８日に見学会を行った。 

 



【業務報告】 

◆空間線量率測定結果(平成１８年１月～１２月の平均) 

 

測定場所 測定値（平均） 

事業所境界 0.13 μSv/h

人が居住する区域 0.12 μSv/h

管理区域境界 0.12 μSv/h

貯蔵室 0.18 μSv/h

廃棄物保管室 0.12 μSv/h

使用施設 0.11～0.16 μSv/h

代表的な使用室 0.13 μSv/h

空間線量測定結果記録
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測定月

μSv/h

居住区域

貯蔵室

廃棄物保管庫

主な使用室

（「事業所境界」，「人が居住する区域」，「管理区域境界」は管理区域外，その他は管理区域内） 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成１８年１月～１２月の平均) 

 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

汚染検査室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

廃棄物保管室 検出限界以下 5.605×10-03 Bq/cm2 1.702×10-02 Bq/cm2

作業室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 
管理区域内の表面汚染密度限度は、以下の通りである。 

α線を放出する放射性同位元素 ： ４Bq/cm2

α線を放出しない放射性同位元素 ： ４０Bq/cm2

 

◆ＲＩ保管量（平成１９年３月１５日現在） 

 

核種 個数 放射能量 
（MBq）  

核種 個数 放射能量 
（MBq） 

H-3 （非密封） 19 2,221.546  Eu-152 （非密封） 2 2.190 

C-14 （非密封） 28 75.896  Ra-226 （非密封） 1 0.016 

P-32 （非密封） 12 63.644     

S-35 （非密封） 5 1.844  Co-57 （密封） 2 740.000 

Co-60 （非密封） 1 0.318  Sn-119m （密封） 1 370.000 

Ni-63 （非密封） 1 0.183  Ra-226 （密封） 1   25.900 

Cs-137 （非密封） 3 0.449  

 

 



◆平成１８年度核種別新規ＲＩ受入量 ◆平成１８年度ＲＩ廃棄物引渡し量 

（平成１９年２月２７日現在）  

核種 購入件数 放射能量（MBq）

H-3 5 128.720 

C-14 11 70.300 

P-32 52 1036.750 

Co-57 (密封) 2 371.00 

Cr-51 (密封) 1 1.00 

Sr-90 (密封) 1 0.0037 

Am-241 (密封) 1 0.37 

廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し数量

無機液体 ２５L・ポリタンク 7 

可燃物 ５０L・ドラム缶 3 

難燃物 ５０L・ドラム缶 10 

不燃物 ５０L・ドラム缶 4 

   

焼却型ヘパフィルタ １０９L 3 

焼却型プレフィルタ １１２L 2 

   

 
 

 
 

 

◆定期検査 

検査日 ： 平成１８年５月１６日 

検査機関 ： 財団法人 原子力安全技術センター 

講評 ： 特に問題はない。 

合格証 ： 平成１８年５月２５日付 

 

◆定期確認 

検査日 ： 平成１８年５月１７日 

検査機関 ： 財団法人 原子力安全技術センター 

講評 ： （１）主任者の確認欄を設ける。 

       １）被ばく管理台帳 

       ２）密封線源の使用数量（日，３月，年） 記録簿 

        ３）密封線源の受入，保管，廃棄，運搬の記録で，主任者が譲渡を承認する欄 

     （２）空間線量率測定記録に測定器のＢＧ及び結果の評価欄を設ける。 

     （３）排気の測定記録に測定器，採取条件等の一覧を設ける。 

 定期確認の次の日，指示された新様式をファックスした。その後，直ぐに電話があり，こ

れでOKとのことであった。 

定期確認証 ：平成１８年５月２５日付 

 

◆自主検査 

検査施設 ： 自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 

     平成１８年 ６月１２日の地震発生後の自主検査 

点検日 ： 平成１８年 ６月１２日 

点検者 ： 中島，稲田，松嶋，木庭，寺元，山崎 

結果 ： 異常はなかった。 

 

検査施設 ： 自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 

     学内の緊急点検 

点検日 ： 平成１８年 ７月１４日，１８日 

点検者 ： 中島，稲田，松嶋，木庭，寺元，山崎 



結果 ： 問題はなかった。 

 

検査施設 ： 自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 

点検日 ： 平成１８年１１月 ６日 

点検者 ： 中島，稲田，松嶋，木庭，寺元，山崎 

結果 ： 保管数量の確認は１１／７に行った。廃棄の記録において，１０月の「場所」に記入ミスがあ

ったので，その日のうちに修正した。測定器の校正は１１／１３に実施した。その他は問題

なかった。 

 

検査施設 ： 自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 

点検日 ： 平成１９年 ３月 ５日 

点検者 ： 中島，稲田，松嶋，木庭，寺元，山崎 

結果 ： 測定器の校正は３／８に行った。保管数量の確認は３／１６に行った。全て問題はなかっ

た。 



【アイソトープ総合部門を利用した業績（２００６年度）】 
 
1. Isomerism of assembled iron complex bridged by 1,2-di(4-pyridyl)ethane and its solid-to-solid 

transformation accompanied by a change of electronic state. 
T. Morita, Y. Asada, T. Okuda, and S. Nakashima 
Bull. Chem. Soc. Jpn., 79: 738-744 (2006). 

 

2. Occurrence of the spin-crossover phenomena of assembled complexes, Fe(bpa)2(NCX)2 

(bpa=1,2-bis(4-pyridyl)ethane; X=S, BH3) by enclathrating organic guest molecule. 
T. Morita, S. Nakashima, K. Yamada, and K. Inoue 
Chem. Lett., 35: 1042-1043 (2006). 

 

3. Mixed-Valence state of optically active 1’,1’’’-bis(2-phenylpropyl)-1,1”-biferrocenium salts. 
S. Nakashima, T. Oda, and T. Okuda 
J. Radioanal. Nucl. Chem., 268: 275-281 (2006). 

 
4. Durability of reagents for the purification plant of radioactive wastewater. 

K. Inada, S. Nakashima, A. Matsushima, T. Saito, K. Iwatani, and K. Shizuma 
Radiation Safety Management, 5: 1-4 (2006). 

 

5. 大学等における申請書の作成マニュアル-放射線障害防止法令に係わる手続き- 

中村尚司、五十棲泰人、古嶋昭博、佐藤信吾、実吉敬二、柴田徳思、中島 覚、森 厚文 

アドスリー （２００６） 

 

6. 広島大学東広島キャンパスの環境放射能 
稲田晋宣、松嶋亮人、中島 覚、高橋嘉夫、齊藤 剛、岩谷和夫、靜間 清 
Proceedings of the Seventh Workshop on Environmental Radioactivity, 191-193 (2006) 

 

7. Characterization of salt tolerance in ectoine-transformed tobacco plants (Nicotiana tabacum): 

photosynthesis, osmotic adjustment, and nitrogen partitioning. 
R.E.A. Moghaieb, N. Tanaka, H. Saneoka, Y. Murooka, H. Ono, H. Morikawa, A. Nakamura, 

N.T. Nguyen, R. Suwa, and K. Fujita 
Plant Cell Env, 29: 173-182 (2006) 

 

8. Dehydriding reaction of metal hydrides and alkali borohydrides enhanced by microwave 

irradiation. 
Y. Nakamori, S. Orimo, and T. Tsutaoka 
Applied Physics Letters, 88: 112104-1 ‒ 112104-2 (2006) 

 

9. Magnetic, specific heat and powder neutron diffraction studies of Ho2In compound. 

D.T.K. Anh, G. Nakamoto, T. Tsuji, M. Kurisu, Y. Andoh, T. Tsutaoka, N. Achiwa, and S. 

kawano 
Physica B, 381: 132-138 (2006) 

 

10. Negative permeability in Permalloy granular composite materials. 
T. Kasagi, T. Tsutaoka, and K. Hatakeyama 
Applied Physics Letters, 88: 172502-1 ‒ 172502-2 (2006) 



 

11. Study on the Artificially Designed Magnetic Wall in Rectangular Waveguide and its Application 
in EMC. 
K. Hatakeyama, T. Tsutaoka, and H. Togawa 

Proceedings of the 2006 Korea-Japan Conference on AP/EMC/EMT, 389-392 (2006) 

 

12. A neutron diffraction study on an Er7Rh3 single crysgal. 
T. Tsutaoka, A. Tanaka, Y. Andoh, S. Kawano, M. Kurisu, and G. Nakamoto 
Physica B, 385-386: 353-355 (2006) 

 

13. Tunable charge carrier and thermoelectricity of single-crystal Ba8Ga16Sn30 
M. A. Avila, D. Huo, T. Sakata, K. Suekuni, and T. Takabatake 

J. Phys.: Cond. Matter, 18: 1585-1592 (2006) 

 

14. High-resolution photoemission study of the temperature-dependent c-f hybridization gap in the 
Kondo semiconductor YbB12 
Y. Takeda, M. Arita, M. Higashiguchi, K. Shimada, H. Namatame, M. Taniguchi, F. Iga, and T. 

Takabatake 
Phys. Rev. B, 73: 033202 (1-4) (2006) 

 

15. Anisotropic 4f-spin dynamics across the B-T phase diagram of Ce7Ni3 
Schenck, N. F. Gybax, K. Umeo, T. Takabatake, and D. Andreica 

J. Phys.: Cond. Matter, 18: 1955-1966 (2006) 

 

16. Pressure- and field-induced magnetic instabilities in a heavy-fermion antiferromagnet Ce7Ni3 
K. Umeo, K. Motoya, H. Kadowaki, N. Aso, T. Tayama, T. Sakakibara, N. Kurita, M. Hedo, Y. 

Uwatoko, T. Takeuchi, and T. Takabatake 
J. Alloys Comp., 408-412: 43-46 (2006) 

 

17. Reduced thermal conductivity and strong electron-phonon interaction in enhanced Pauli 
paramagnets AOs4Sb12 (A = Sr, Ba) 

E. Matsuoka, S. Narazu, K. Hayashi, K. Umeo, and T. Takabatake 

J. Phys. Soc. Jpn., 75: 014602 (1-5) (2006) 

 

18. Elastic, thermal, magnetic and transport properties of Kondo compounds CeRhIn and CeRhSn 
H. Higaki, I. Ishii, D. Hirata, M.S. Kim, T. Takabatake, and T. Suzuki 

J. Phys. Soc. Jpn., 75: 024709 (1-7) (2006) 

 

19. Double phase transition in the heavy-fermion system Ce4Ni3Pb4 
K. Shigetoh, T. Sasakawa, K. Umeo, and T. Takabatake 

J. Phys. Soc. Jpn., 75: 033701 (1-4) (2006) 

 

20. Effect of Co substitution on magnetic and thermoelectric properties of BaFe4Sb12 
E. Matsuoka, K. Tanaka, S. Morimoto, T. Sasakawa, and T. Takabatake 
Jap. J. Appl. Phys. 45: 4025-4029 (2006) 

 

21. Ti 3d orbital change across metal-insulator transition in Ti2O3: Polarization-dependenct soft 



X-ray spectroscopy at Ti 2p edge 
H. Sato, A. Tanaka, M. Sawada, F. Iga, K. Tsuji, M. Tsobota, M. Takemura, K. Yaji, M. Nagira, 

A. Kimura, T. Takabatake, H. Namatame, and M. Taniguchi 
J. Phys. Soc. Jpn., 75: 053702 (1-4) (2006) 

 
22. Muon spin rotation measurements on LaNiSn 

A.J. Drew, S.L. Lee, F.Y. Ogrin, D. Charalambous, N. Bancroft, D. McK. Paul, T. Takabatake, 

and C. Baines 
Physica B, 374-375: 270-273 (2006) 

 

23. Lattice dynamics in the Kondo insulator YbB12 
K.S. Nemkovski, P.A. Alekseev, J.-M. Mignot, A.V. Rybina, F. Iga, T. Takabatake, N.Y. 

Shitsevalova, T.B. Paderno, V.N. Lazukov, E.V. Nefeodova, N.N. Tiden, and I.P. Sadikov 
J. Solid State Chem., 179: 148-152 (2006) 

 

24. Thermopower of CexR1-xB6 (R = La, Pr and Nd) 
M.-S. Kim, Y. Nakai, H. Tou, M. Sera, F. Iga, T. Takabatake, and S. Kunii 
J. Phys. Soc. Jpn., 75: 064704 (1-4) (2006) 

 

25. Iron-based heavy quasiparticles in SrFe4Sb12: An infrared spectroscopic study 
S. Kimura, T. Mizuno, H. Im, K. Hayashi, E. Matsuoka, and T. Takabatake 

Phys. Rev. B, 73: 214416 (1-5) (2006) 

 

26. Thermoelectric properties in Ce1-xLaxFe4P12 
H. Sugawara, S. Yuasa, A. Tsuchiya, Y. Aoki, H. Sato, T. Sasakawa, and T. Takabatake 
Physica B, 378-380: 173-174 (2006) 

 

27. Itinerant electron metamagnetism in AFe4Sb12 (A=Ca, Sr, Ba) 
S. Yoshii, E. Matsuoka, K. Hayashi, T. Takabatake, M. Hagiwara, and K. Kindo 
Physica B, 378-380: 241-243 (2006) 

 

28. Elastic softening mode change in Y1-xCaxTiO3 by Ca-doping 
T. Suzuki, S. Morita, H. Higaki, I. Ishii, M. Takemura, F. Iga, T. Takabatake, and M.Tsubota 
Physica B, 378-380: 332-333 (2006) 

 

29. Magnetic frustrations in the Shastry-Sutherland system ErB4 
S. Michimura, A. Shigekawa, F. Iga, M. Sera, T. Takabatake, K. Ohoyama, and Y. Okabe 
Physica B, 378-380: 596-597 (2006) 

 

30. Tunneling measurements of CeRhAs single crystal 
T. Ekino, H. Miyaoka, T. Sasakawa, T. Takabatake, and A. M. Gabovich 
Physica B, 378-380: 786-787 (2006) 

 

31. Study of hybridization gap in the Kondo insulator CeRhAs through inelastic neutron scattering 
D.T. Adroja, J.G. Park, K.A. McEwen, K. Shigetoh, T. Sasakawa, T. Takabatake, and J.Y. So 
Physica B, 378-380: 788-790 (2006) 

 



32. High-resolution photoemission study of CeRhX (X=Sn, In) 
K. Shimada, H. Namatame, M. Taniguchi, M. Higashiguchi, S.I. Fujimori, Y. Saitoh, A. Fujimori, 

M.S. Kim, D. Hirata, and T. Takabatake 
Physica B, 378-380: 791-792 (2006) 

 

33. Neutron scattering study of spin and lattice dynamics in YbB12 
J.M. Mignot, P.A. Alekseev, K.S. Nemkovski, E.V. Nefeodova, A.V. Rybina, L.P. Regnault, 

N.Yu. Shitsevalova, F. Iga, and T. Takabatake 
Physica B, 383: 16-19 (2006) 

 

34. Electron tunneling experiments on La-substituted Kondo-semiconductor CeRhAs 
T. Ekino, H. Miyaoka, T. Sasakawa, T. Takabatake, and A.M. Gabovich 
Physica B, 383: 26-27 (2006) 

 

35. Elastic anomaly around a ferromagnetic transition in Y1-xCaxTiO3 (x=0-0.2) 
S. Morita, H. Higaki, I. Ishii, M. Takemura, F. Iga, T. Takabatake, M. Tsubota, and T. Suzuki 
Physica B, 383: 43-44 (2006) 

 

36. Roles of spin fluctuations and rattling in magnetic and thermoelectric properties of AT4Sb12 
(A=Ca, Sr, Ba, La; T=Fe, Ru, Os) 
T. Takabatake, E. Matsuoka, S. Narazu, K. Hayashi, S. Morimoto, T. Sasakawa, K. Umeo, and 

M. Sera 
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